
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う

住
宅
の
修
繕
工
事
費
補
助
制
度

　

被
害
を
受
け
た
市
民
の
方
の

生
活
の
安
定
と
再
建
の
一
助
と

す
る
目
的
で
、
住
宅
の
修
繕
工

事
費
補
助
金
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（ 3 ） 2月号

　

こ
れ
ら
の
行
為
を
行
っ
た
方
に

対
し
て
は
、
行
為
の
中
止
や
駅
前

広
場
等
か
ら
の
退
去
を
求
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※

「
駅
前
広
場
等
」
と
は

　

市
内
に
あ
る
鉄
道
の
駅
に
つ
な

が
る
連
絡
通
路
、
歩
道
、
ロ
ー
タ

リ
ー
な
ど
、
駅
に
付
帯
す
る
場
所

を
い
い
ま
す
。

◇
問
合
先

　
　

交
通
防
犯
課  

☎
（21）
２
１
４
１

栃
木
市
暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定

（
平
成
24
年
１
月
１
日
施
行
）

　

安
全
で
安
心
な
市
民
生
活
の
確

保
と
、
健
全
な
社
会
経
済
活
動
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
暴
力
団

排
除
に
関
す
る
基
本
理
念
、
市
の

責
務
、
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん

の
責
務
等
を
定
め
た
栃
木
市
暴
力

団
排
除
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◇
条
例
の
基
本
理
念

・
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

・
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

・
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

◇
主
な
内
容

・
市
の
事
務
事
業
や
公
の
施
設
等
か

ら
の
暴
力
団
排
除

・
青
少
年
に
対
す
る
暴
力
団
排
除
の

た
め
の
教
育

・
暴
力
団
に
対
す
る
金
品
等
の
供
与

の
禁
止

◇
問
合
先

　
　

交
通
防
犯
課  

☎
（21）
２
１
４
１

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

あ
た
た
か
い
お
見
舞
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
対

し
、
市
で
は
平
成
23
年
３
月
15
日

か
ら
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

お
陰
様
で
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
、
心
温
ま
る
義
援
金
が
寄

せ
ら
れ
、
平
成
23
年
12
月
１
日
現

在
で
見
舞
金
の
総
額
は
、
８
，０
８

３
万
５
，６
２
７
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
領
収
書
を
発
行
し
た
方

な
ど
、
お
名
前
の
分
か
る
方
の
み

記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

皆
川
城
址
ま
つ
り
実
行
委
員
会
／

寺
尾
地
区
女
性
会
／
と
ち
ぎ
協
働

ま
つ
り
２
０
１
１
実
行
委
員
会
／

栃
木
中
央
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
／
栃
木

中
央
小
児
童
会
／
歌
謡
ウ
ェ
イ
ス

タ
ー
シ
ョ
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

（
ふ
く
み
会
）
／
出
流
観
光
会
／
富

田
地
区
中
心
市
街
地
商
業
振
興
会

／
栃
木
市
藤
岡
文
化
祭
募
金
箱
・
栃

木
市
藤
岡
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
／

合
戦
場
自
治
会
／
栃
木
商
業
高
等

学
校
58
年
度
卒
58
会

◇
問
合
先

　
　

社
会
福
祉
課  

☎
（21）
２
５
０
３

栃
木
市
駅
前
広
場
等
迷
惑
行
為

防
止
条
例
を
制
定

　
　

 （
平
成
24
年
４
月
１
日
施
行
）

　

多
く
の
市
民
や
来
訪
者
が
利
用

す
る
駅
前
広
場
等
で
の
迷
惑
行
為

を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

や
来
訪
者
の
安
全
を
確
保
し
、
快

適
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た

め
、
栃
木
市
駅
前

広
場
等
迷
惑
行
為

防
止
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

◇
内
容

　
「
駅
前
広
場
等
」
に
お
い
て
は
、

次
の
行
為
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

１　

施
設
お
よ
び
器
物
を
損
壊
し
、

汚
損
し
、又
は
滅
失
す
る
こ
と
。

２　

粗
野
又
は
乱
暴
な
言
動
を
し
、

又
は
威
勢
を
示
す
こ
と
。

３　

座
わ
り
込
み
、
寝
そ
べ
り
、

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
行
為

を
す
る
こ
と
。

４　

た
ば
こ
の
吸
殻
、
紙
く
ず
、

チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
の
か
み
か

す
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
を
不
当
に
投
棄
す
る
こ
と
。

５　

球
戯
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

本

本本

栃
木
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
（
素
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
・

提
案
）
募
集

　
　
　

本
計
画
は
、
老
人
福
祉
法
お
よ

び
介
護
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

高
齢
者
福
祉
・
保
健
の
総
合
的
な

推
進
と
介
護
保
険
事
業
に
係
る
保

険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た

め
の
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
介

護
保
険
事
業
計
画
の
２
つ
の
性
格

を
併
せ
持
っ
た
計
画
で
す
。

　

本
市
で
は
、
合
併
前
の
市
町
で

策
定
し
て
い
た
計
画
を
検
証
、
再

構
築
し
、
高
齢
者
保
健
福
祉
事
業

並
び
に
介
護
保
険
事
業
の
実
施
状

況
等
を
踏
ま
え
て
見
直
し
を
行
い
、

平
成
24
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新

た
な
３
か
年
計
画
を
策
定
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
計
画
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

◇
募
集
期
限　

２
月
17
日
（金）　

◇
閲
覧
場
所

○
本
庁
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　
（
福
祉
庁
舎
内
）

○
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
本
庁
舎
３
階
）

○
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

○
栃
木
・
大
宮
・
皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
・

国
府
・
大
平
・
藤
岡
・
都
賀
・
西
方

の
各
公
民
館

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
提
出
方
法

　

閲
覧
場
所
に
あ
る
提
出
用
紙
、

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
直
接
提
出

・
本
庁
高
齢
福
祉
課

・
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

○
郵
送

　

〒
３
２
８‐

８
６
８
６

（
住
所
記
入
不
要
）
高
齢
福
祉
課
あ
て

○
Ｆ
Ａ
Ｘ　

（21）
２
５
０
５

○
メ
ー
ル

　

kourei@
city.tochigi.lg.jp

◇
そ
の
他

　

提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日
公

表
し
ま
す
が
、
住
所
・
氏
名
等
は

公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
意
見
に

対
し
て
、
個
別
に
回
答
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

　
　

高
齢
福
祉
課  

☎
（21）
２
５
２
３

　
　

介
護
保
険
課  

☎
（21）
２
５
３
２

本本


